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本
書
は
、
国
際
開
発
学
会
設
立
一
五
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た

「
シ
リ
ー
ズ
国
際
開
発
」
の
第
二
巻
で
あ

る
。
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
学
会
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
普
及
を
目
的
と
し

て
お
り
、
読
者
と
し
て
国
際
開
発
、
国
際

協
力
に
関
心
を
持
つ
学
生
、
教
員
、
研
究

者
、
援
助
関
係
者
等
を
想
定
し
て
い
る
。

「
環
境
」
と
「
開
発
」
と
い
う
二
つ
の

問
題
を
捉
え
る
視
点
は
、
一
九
七
二
年
に

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
国
連

人
間
環
境
会
議
」
で
初
め
て
国
際
的
な
議

論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
以
来
、
紆
余
曲

折
を
経
験
し
て
き
た
。
一
九
九
二
年
の
リ

オ
会
議
で
は
、
両
者
の
関
係
を
二
者
択
一

と
捉
え
る
そ
れ
ま
で
の
潮
流
が
、「
持
続

新
刊
紹
介

可
能
な
開
発
」
へ
と
大
き
く
転
換
さ
れ
た
。

同
会
議
で
は
全
世
界
か
ら
の
参
加
者
間
で
、

地
球
環
境
問
題
と
途
上
国
の
貧
困
問
題
が

緊
急
の
共
通
課
題
で
あ
る
、
と
い
う
認
識

が
共
有
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
リ
オ
会
議

の
一
○
年
後
に
開
催
さ
れ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ

ル
グ
会
議
で
は
、
再
び
南
北
の
環
境
問
題

に
関
す
る
対
立
の
構
図
が
浮
き
彫
り
に
な

る
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
残
し
た
。

「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
い
う
概
念
は

広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

定
義
が
極
め
て
曖
昧
な
ま
ま
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
環
境
保
全
を
求
め
る
先
進
国
と
、

経
済
発
展
・
貧
困
削
減
を
優
先
す
る
途
上

国
双
方
の
妥
協
の
産
物
で
あ
る
と
み
る
向

き
が
あ
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て

の
「
持
続
的
な
開
発
」
が
行
き
場
を
失
い

つ
つ
あ
る
現
在
、
客
観
的
に
事
実
を
整
理

・
分
析
す
る
こ
と
で
議
論
の
足
元
を
見
つ

め
直
す
時
期
が
来
て
い
る
と
言
え
る
か
も

知
れ
な
い
。
環
境
と
開
発
研
究
に
も
、
議

論
の
土
台
た
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
蓄
積
を

整
理
し
、
体
系
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
書
は
そ
の
た

め
の
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。

本
書
は
、「
環
境
と
開
発
」
に
関
わ
る

社
会
科
学
、
自
然
科
学
分
野
の
研
究
者
と
、

国
際
援
助
機
関
で
活
躍
す
る
実
務
家
に
よ

る
八
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、

各
章
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
な

お
、
第
一
章
は
導
入
的
な
位
置
づ
け
な
の

で
割
愛
さ
せ
て
頂
く
。

第
二
章
「
貧
困
と
『
資
源
の
呪
い
』」

（
佐
藤
仁
）
は
、
資
源
の
不
足
を
貧
困
の

原
因
と
捉
え
る
従
来
の
研
究
に
疑
問
を
呈

し
、
天
然
資
源
の
豊
か
な
地
域
に
お
い
て

む
し
ろ
貧
困
が
観
察
さ
れ
る
と
い
う
「
資

源
の
呪
い
」
仮
説
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、

貧
困
が
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し
、
環
境
破

壊
が
さ
ら
な
る
貧
困
を
も
た
ら
す
と
い
う

通
説
が
、
環
境
破
壊
に
対
す
る
住
民
の
多

様
な
適
応
戦
略
を
看
過
し
、
問
題
解
決
へ

の
視
野
を
狭
め
て
し
ま
う
危
険
性
を
指
摘

す
る
。

第
三
章
「
途
上
国
の
産
業
と
環
境
」（
市

村
雅
一
）
は
、
発
展
途
上
国
の
産
業
公
害

を
取
り
上
げ
、
先
進
国
の
経
験
を
振
り
返

り
つ
つ
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、

先
進
国
の
経
験
を
踏
ま
え
、
直
接
規
制
と

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
た
経
済
的
手

段
の
長
所
・
短
所
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
、

日
本
の
経
験
か
ら
、
官
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

第
四
章
「
自
然
環
境
保
全
の
た
め
の

『
協
治
』」（
井
上
真
）
で
は
、
熱
帯
雨
林

の
保
全
を
取
り
上
げ
る
。
筆
者
は
自
然
保

護
地
区
内
の
住
民
参
加
の
あ
り
方
を
、
ロ

ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
二
つ
の
レ
ベ
ル
に

分
類
、
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
資
源
管
理

の
た
め
の
新
た
な
仕
組
み
と
し
て
政
府
、

住
民
、
企
業
等
セ
ク
タ
ー
を
超
え
た
「
協

治
」
の
概
念
を
提
案
し
て
い
る
。

第
五
章
「
途
上
国
の
環
境
と
住
民
参

加
」（
加
藤
宏
・
上
條
哲
也
・
永
石
政
史
）

は
、
従
来
の
政
府
主
導
型
開
発
の
限
界
を

補
完
す
る
も
の
と
し
て
近
年
注
目
を
集
め

る
、
参
加
型
開
発
に
焦
点
を
あ
て
る
。
筆

者
ら
は
環
境
分
野
に
お
け
る
住
民
参
加
の

現
状
を
、
最
近
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
事
例
紹
介
を
通
し
て
実
務
的
な
経
験

を
交
え
て
概
観
し
て
い
る
。

第
六
章
「
企
業
活
動
の
新
し
い
展
開
と

公
的
支
援
の
役
割
の
変
化
」（
下
村
恭
民

・
田
部
井
友
子
）
で
は
、
民
間
企
業
に
よ

る
環
境
保
全
活
動
を
中
心
に
、
民
間
企
業

と
公
的
機
関
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
筆
者
ら
は
企
業
の
活
動
を
、
①

社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
の
も
の
、
②

利
潤
追
求
と
環
境
保
全
が
両
立
す
る
も
の
、

の
二
つ
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と

限
界
を
述
べ
て
い
る
。

第
七
章
「
環
境
と
開
発
援
助
」（
藤
倉

良
）
は
、
開
発
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
環

境
に
与
え
る
影
響
を
取
り
上
げ
る
。
筆
者

は
、
近
年
援
助
機
関
が
重
視
し
て
い
る
環

境
配
慮
の
手
法
と
し
て
環
境
影
響
評
価
を

紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
今
後
は
日
本
の
国

際
協
力
に
お
い
て
も
環
境
以
外
の
案
件
に

環
境
配
慮
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
有

効
な
援
助
に
結
び
つ
く
、
と
締
め
く
く
っ

て
い
る
。

最
後
の
第
八
章
「
途
上
国
の
社
会
的
環

境
管
理
能
力
の
形
成
と
日
本
の
国
際
協

力
」（
松
岡
俊
二
・
本
田
直
子
・
岡
田
紗

更
）
は
、
長
期
的
に
途
上
国
が
環
境
問
題

へ
の
対
応
能
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
必

要
な
政
府
、
企
業
、
市
民
の
総
体
的
な
能

力
、「
社
会
的
環
境
管
理
能
力
」（Social 

C
a
p
a
city fo

r E
n
viro
n
m
e
n
ta
l 

M
anagem

ent

＝
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
）
を
提
案
す

る
。
筆
者
ら
は
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
の
発
展
を
段
階

的
に
捉
え
、
そ
の
過
程
の
モ
デ
ル
化
を
試

み
る
。
さ
ら
に
、
モ
デ
ル
を
用
い
た
事
例

分
析
を
通
し
て
、
国
際
協
力
へ
の
適
用
可

能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

（
や 

ま
だ　

な
な
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

井
村
秀
文
・
松
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俊
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・
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編
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『
シ

リ
ー
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国
際
開
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環
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発
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